
 

 

  
 

 

ムダや失敗、ゆとりや遊びのある学校に        校長 景山 賢治 

 子どもの頃、家の中で捜し物をしている時に、「そんなところには無いよ。」と母親に言われること

がよくあった。私は「ここに無いことがわかったから、別の場所にあることがわかった。」と言って、

時間をかけ、自分で納得しながら取り組む子だった。母親は家の中を引っかき回されるのがイヤで、

無駄なことをする困った子と思っていたに違いない。大人になって教員になり、管理職や先輩教諭に

子どもには見通しをもたせて学習に取り組ませることや、理科の実験や調理実習では失敗しないよう

しっかりと準備や指導をするようにと教えられ、丁寧に分かりやすく指導することを心がけてきた。

管理職になると、コスパやタイパを意識して仕事をすることや、数字で表すことのできる結果（学力

テストの数値や、いじめや不登校や問題行動の減少）が求められることが多くなったが、自分に任さ

れた役目と考えて取り組んできた。しかし、教員生活が残り少なくなり、「本当に自分がしたいことは

何か。数字で表すことのできる結果のために仕事をしているのではないか。」と考えるようになった。

言い換えると、自分のものさし（自分は何をしたいか）よりも、社会のものさし（他者の評価基準）

のために仕事をすることは、私や学校にとって、本当に幸せで、望ましいことであるのかということ

である。学校では、基礎・基本の学びをしっかりと身に付けさせること。基本的な生活習慣や、社会

生活上のルールやマナーを身に付けさせること。豊かな感性や道徳性を育むことを大切にしている。

しかし、コスパやタイパ、数字で表すことのできる結果ばかりを意識して、ムダや失敗が許されない

ようになると、試行錯誤や学びの過程を軽視することになりかねない。また、時間をかけて深く考え

たり、探究したりするよりも、短時間で多くの知識や情報を教え込む指導に流れてしまいかねない。

１日の多くの時間を過ごす学校は、ムダや失敗が許され、ゆとりや遊びのある中で学べる場所であり

たい。そして子どもたちには、将来の学歴や地位や収入等のために、自分のやりたいことを我慢して

数字や結果を出すことだけに意味や価値を求めて学ぶ子になってほしくない。「それでも受験や競争、

学歴社会はなくなりませんよね。」という保護者は、いるだろうけど。 

さて、以下のことは私が辰巳小学校に来てから、自分がやりたいと思ったこと（結果を数字で表す

ことが難しい）を、教職員の理解と協力（と少しの我慢？）で取り組んだことである。 

１ 登校したら昇降口の前で待つ（辰巳駅前歩道の混雑解消、雨の日に濡れずに待てる） 

２ 始業前に遊びの時間をとる（体力向上、学習の集中度を上げる、日光を浴びる） 

３ 全校朝会は全校児童が校庭や体育館に集まって行う（対面で話す、聞く） 

４ ポケットエコスペースを田んぼにする（校内の自然環境を豊かにする、米作りの学習に使う） 

５ たもちゃんルームの半分をフリースペースにする（教室や校庭以外の居場所を作る） 

６ 教室の扉のガラスに不透明シートを貼る（男子の着替えのため、ガラスの飛散防止） 

７ 階段前の掃除ロッカーの移設（階段の昇り降りをしやすく、火災や緊急時に備えて） 

８ たもちゃんルーム、プール倉庫、新校舎、職員更衣室の不要品を大量廃棄（施設の有効利用） 

９ 校庭の梅の実で梅干しを漬ける（来年は大豆を育てて味噌作りに挑戦したい）・・などなど。 

 これらの取り組みによる、子どもたちへの効果について、アンケートで回答を求める予定はない。

子どもたちが、「校長先生は、自分のやりたいことをして遊んでいる。」と思ってくれてもいい。 

辰巳小の子どもたちには、もっと自分のやりたいことを、私に提案してくれることを願っている。 
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